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大阪工業大学應援国
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八
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学

　

園

第
二
十
四
代
国
長
挨
拶

大
阪
工
業
大
学
應
援
国

国
長
紺

本

和

彦

淀
の
堤
防
に
吹
く
風
に
も
い
つ
し
か

冷
た
さ
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
、

学
生
驚
君
も
日
々
、
勉
学
に
、
ク
ラ
ブ

活
動
に
と
励
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

さ
て
、
我
々
大
阪
工
業
大
学
應
援
団

は
こ
の
夏
、
九
月
二
日
か
ら
八
日
ま
で

の
間
、
韓
国
に
Ａ
い
て
研
修
旅
行
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
の
回
報
で
は
そ
の
韓

国
研
修
旅
行
を
特
集
と
し
て
掲
載
し
て

い
ま
す
。

五
泊
六
日
と
い
う
限
ら
れ
た
日
程
な

が
ら
も
現
地
の
大
田
大
学
校
と
の
交
流

を
は
じ
め
韓
国
唯

一
の
残
留
日
本
人
妻

の
た
め
の
老
人
施
設
で
あ
る
ナ
ザ
レ
固

の
慰
問
、
韓
国
に
お
け
る
工
大
卒
業
生

の
団
体
で
あ
る
同
門
会
の
会
員
方
と
の

懇
談
会
、
朝
鮮
戦
争
の
戦
没
者
の
眠
る

広
大
な
国
立
墓
地
で
の
献
花
、
南
北
対

談
の
舞
台
で
あ
り
常
に
緊
張
感
の
潔
う

板
門
店
の
見
学
な
ど
大
変
内
容
の
濃
い

可旅

行

と

な

り

ま

し
た

。

そ
れ
ぞ

れ

の
詳

し

い
内

容

は

特
集

に
記

し

ま

す

が

、

そ

の

一
つ

一
つ
が

と

て
も
印

象

的

な
出

来

事

で
あ

り
、
大

変

貴

重

な
経

験

で
し
た

。

そ

の
な

か

で
も
特

に
日
本

に
於

い

て
失

わ

れ

つ

つ
あ

る
若

者

達

の
積

極

性

や
情

熱

を
肌

で
感

じ
、
今

後

こ
の
国

が

ま
す

ま
す

発

展

し

て

い
く

で
あ

ろ
う
事

を
確

信

し
、

こ

の
情

熱

を
我

々
も
見
習

わ

ね

ば

な

ら

な

い
と
深

く
痛

感

し

ま

し

た
。

ま

た
海

外

に
出

て
呉

国

の
文

化

に
触

れ

る

こ
と

で
普

段

な

に
げ

な

く
と

し

か

感

じ

て

い
な

か

っ
た
自

分

自

身

が

日
本

の
国

民

で
あ

る
と

い
う
事

を
再

認
識

す

る
機

会

と

な

り
、

そ

う
す

る

こ
と

で
自

分

が
普

段

ど

れ
だ

け
個

人

主
義

的

な
考

え

に
陥

り
、
狭

い
視

野

で
世

の
中

を
見

て
い
た

こ
と

か

と
反

省

す

る
き

っ
か
け

と

も

な

り

ま

し

た
。

こ
れ

ら

の
体

験

に

よ

っ
て
団

貝

一
人

一
人

が
自

ら

し

っ
か

り

と
し

た
考

え
方

で
責

任

を
持

っ
て
行

動

し
、

応
援

団

と

し

て
も
広

い
視

野

に

た

っ
て
よ

り
幅

広

い
応

援

活

動

を

展

開

し

て
い
く

こ
と
が

で
き

る

こ
と

と
確
信

し

て
い
ま
す

。

ま

た
、

こ

の
研
修

旅

行

に

て
御

引
率

下

さ

い
ま

し

た

Ｏ

Ｂ
各
位

か

ら
団

員

の
心

得

等

に

つ
い

て
御

享

受

い
た
だ

き

ま

し
た

こ
と

も
本

研
修

旅

行

の
大

き

な
成

果

で
あ

り
、
今

後

と

も

一

周

、
応

援

団

活
動

に
精

迫
致

す

所
存

で

お

り

ま

す

。

最
後

に
な

り

ま

し

た
が

今

回

の
旅

行

で
御

世

話

に

な

り

ま

し
た
韓

国

の
皆

様

方

、

ま

た
旅

行

の
計

画

に
際

し

ま

し

て

御

協

力

を
賜

り

ま

し
た

工
大

法

人

室

並

び

に
学

生

課
、
応
援

回

順

問
雄

倉

先

生
、

さ

ら
に

は
御

忙

し

い
中

計

画

か

ら
旅

行

引

率

ま

で
御

世

話

戴

き

ま

し
た
塩

崎

Ｏ

Ｂ
会

会

長

を
始

め
、

韓

国
赴

任

中

の
吉

永
先

準

、
永

田
監

督

、

Ｏ

Ｂ
諸

氏

の
皆

様

に

こ

の
場

を
借

り

ま

し

て
深

く
御

礼

中

し
あ
げ

ま
す

。

凧

祭行

第
四
回
海
外
研
修
合
宿
に
参
加
し
て

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
Ｏ
Ｂ
会

会
長
塩

崎

恭

今
回
の
海
外
研
修
合
宿
は
九
月
二
日

よ
り
九
月
八
日
ま
で
の
六
日
間
、
現
役

紺
本
国
長
以
下
十

一
名
、
Ｏ
Ｂ
十
名
、

一
般
参
加
者
二
名
の
総
勢
二
十
三
名
の

参
加
を
以
て
隣
国
、
大
韓
民
国
で
行
わ

れ
た
。

応
援
団
と
し
て
は
、
十
一
年
ぶ
り
四

度
目
の
海
外
研
修
に
な
る
が
、
韓
国
で

は
初
め
て
の
事
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
、
大

田
、
慶
州
、
釜
山
と
、
朝
鮮
半
島
を
西

よ
り
東
へ
と
横
断
す
る
駆
足
の
旅
行
で

あ
っ
た
が
、
国
立
墓
地
の
献
花
参
拝
を

皮
切
り
に
、
板
門
店
見
学
、
大
田
大
学

校
と
の
交
流
、
年
国
交
友
会
で
あ
る
同

門
会
の
方
々
と
の
懇
親
会
、
ナ
ザ
レ
園

の
慰
円
、
民
俗
村
、
慶
福
宮
、
仏
国
寺

な
ど
の
見
学
を
行
な
い
、
韓
国
の
歴

史
、
文
化
に
触
れ
、
各
団
体
と
の
交
流

を
深
め
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
挙

行
、
ま
ず
ま
ず
の
成
功
を
納
め
る
事
が

出
来
た
と
思
う
。

中
で
も
大
田
大
学
校
訪
問
に
は
、
工

大
学
国
の
先
生
方
の
ご
尽
力
に
よ
リ
コ

ン
タ
ク
ト
を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
当
日

は
歓
迎
の
横
断
幕
が
正
面
に
出
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
心
温
ま
る
盛
大
な
歓
迎
を

受
け
た
。
大
田
大
学
校
は

一
九
九
二

年
、
万
国
世
覧
会
が
行
わ
れ
た
大
田
市

の
郊
外
の
丘
陵
地
に
設
け
ら
れ
た
、
創

立
十
五
年
目
の
未
だ
歴
史
の
浅
い
大
学

で
あ
る
が
、
五
学
部
二
十
五
学
科
よ
り

成
る
学
生
数
九
千
名
余
り
を
擁
す
る
総

合
大
学
で
、
施
設
も
整
い
、
学
生
に

と
っ
て
そ
の
翼
境
は
充
実
し
た
物
と
思

わ
れ
た
。

我
が
校
、
藤
田
総
長
と
大
田
大
学
校

呉
総
長
と
の
問
に
三
年
前
よ
り
交
流
が

始
ま
り
、　
一
昨
年
よ
り
毎
年
、
五
～
六

名
の
留
学
生
を
我
が
校
が
受
け
入
れ
る

な
ど
、
今
後
親
密
な
関
係
が
深
ま
る
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
我
が
校
よ
り
の
留
学

生
は
未
だ
無
い
の
だ
そ
う
だ
が
、
日
本

語
日
本
文
学
稗
に
は
日
本
の
大
学
よ
り

客
員
教
授
二
名
が
赴
任
し
て
お
ら
れ
、

将
来
我
が
校
よ
り
留
学
生
も
受
け
入
れ

た
い
と
の
事
、
ま
す
ま
す
日
本
と
の
交

流
を
深
め
た
い
と
言
わ
れ
て
い
た
。

九
月
六
日
の
訪
円
の
日
、
本
部
会
館

の
応
接
生
に
通
さ
れ
大
学
の
創
立
精
神
、

歴
史
を
盛
り
込
ん
だ
ス
ラ
イ
ド
を
拝
見
、

記
念
品
の
交
換
を
か
わ
し
た
後
、
呉
総

長
の
歓
迎
の
挨
拶
を
受
け
、
学
生
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
交
歓
会
を
行
な
っ
た
。

学
生
会
館
の
広
場
で
は
、
我
が
応
援
団

現
役
団
貝
の
演
武
を
披
露
し
、
両
校
の

相
互
発
展
を
願
っ
て
エ
ー
ル
を
送
り
再

会
を
約
し
て
大
学
を
後
に
し
た
。
今
後

ま
す
ま
す
交
流
が
深
ま
る
事
を
望
み
た

い
。九

月
七
日

「慶
州
ナ
ザ
レ
因
」
を
訪

円
、
日
系
老
人
の
慰
問
を
行
な
っ
た
が
、

同
所
は
一
九
七
二
年
十
月
、
永
住
帰
国

す
る
日
本
女
性
の
為
、
理
事
長
金
舵
成

氏
の
御
尽
力
の
も
と
開
殷
さ
れ
、
今
で

は
日
本
女
性
専
用
の
老
人
ホ
ー
ム
に
な

り
、
韓
日
社
会
事
業
家
の
協
力
で
民
問

事
業
と
し
て
両
国
馬
志
家
の
支
援
を
中

心
に
経
営
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
内
に
は

日
系
婦
人
が
約
八
〇
〇
人
住
ん
で
い
る

が
、
そ
の
内
ナ
ザ
レ
囲
に
は
三
十
人
程

が
入
固
し
生
活
を
し
て
い
る
。
戦
争
、

敗
吸
、
助
乱
、
死
別
、
差
別
な
ど
、
想

像
を
絶
す
る
波
乱
の
生
涯
を
一
人
で
背

負
っ
て
き
た
老
人
に
と
っ
て
、
ナ
ザ
レ

囲
は
よ
う
や
く
た
ど
り
つ
い
た
安
住
の

場
と
見
う
け
ら
れ
た
。
当
日
、　
一
刻
を

共
に
し
、
色
々
話
し
合
っ
た
り
、
皆
で

日
本
の
昔
の
歌
を
次
々
と
歌
っ
た
り
し

た
が
、
や
は
り
日
本
恋
し
の
望
郷
の
念

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。
現
在
の
平
均
年

齢
は
七
十
四
歳
と
高
齢
に
な
っ
て
お

り
、
健
康
が
一
番
気
付
か
わ
れ
る
が
、

一
日
で
も
長
生
き
さ
れ
、
穏
や
か
に
暮

ら
し
て
い
か
れ
る
事
を
心
か
ら
願
い
つ

つ
、
我
々
も
微
力
な
が
ら
今
後
と
も
ナ

ザ
レ
固
を
通
じ
支
援
を
し
て
い
く
事
を

誓
っ
た
。

そ
の
他
、
色
々
研
修
を
行
っ
た
が
、

印
糸
深
か
っ
た
事
を
述
べ
、
年
を
置

終
わ
り
に
、
今
回
の
研
修
旅
行
に
当

た
り
御
協
力
頂
き
ま
し
た
顧
問
雄
倉
先

生
、
並
び
に
学
圏
事
務
局
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
し
、
計
画
か
ら
実
行
ま
で
御

努
力
さ
れ
た
監
督
永
田
氏
と
、
十
数
年

前
よ
り
仕
事
で
韓
国
に
赴
任
し
て
お
り

国
情
に
詳
し
い
応
扱
田
Ｏ
Ｂ
吉
永
氏
の

助
力
に
御
礼
を
申
し
た
い
。 介

面

国
長
・
Ｏ
Ｂ
会
会
長
挨
拶

一面

韓
国
研
修
旅
行
報
告

三
面

一
一面
続
き

四
面

学
園
祭
予
定
、
應
援
国
活
動
報
告

〃
「
 ,

應

援

国

本

音|
口貝

我
々
應
援
国
で
は
、

幅
広
く
活
動
す
る
た
め

学
年
を
問
わ
ず
国
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
、
應
援
国
本
部
員
又
は
、

国
室

（部
室
セ
ン
タ
１
４
Ｆ
）
迄

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
本
部

高級ク リーニング

専 門 店
大阪市旭区大宮 4丁 目 5の lS
(工大前市バス通り・池田銀行横 )
電 話 (951)4624番

屋若 創 業 80年

①田中陶器(株 )
大 阪 。千 林

a 951-‐ 4247
剛  951-5443

つ 花と緑の店 鶏

景  花  園
TEL 953-0313
(自宅)952-6984



平成 8年 10月 25日 大 阪 工 業 大 学 應 援 国 (2)第 38号

9月 3日 (火 )
;

9月 8日 (日 )
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総合図書館前にて記念撮影

我々、大阪工業大学な援国は、9月 3日 から9月 8

日までの間、韓国にて研修旅行を執り行った。

この研修旅行では、

一、宗教・思想。国籍等の違う人々との交流

一、現地の歴史・文化の理解

一、団員の結束強化

一、礼儀作法の習得

を目的とした。

韓国では、大田大学校との交流をはじめ、国立墓地

での献花、同門会との懇談会、ナザレ四慰間、史跡の

見学などを行い、国内での合宿や単なる海外旅行では

経験し得ない貴重な体験をすることができた。

韓国研修旅行日程
9/3(火 )
.関西国際空港集合、空路ソウル金浦空港ヘ

・韓国入国後、国立墓処で献花

(ソウル泊)

9/4(水 )
・板門店見学ツアーに参加

(ソウル泊)

9/5(木 )

・民俗村見学

・南山タワー見学

・昌徳宮、景福宮見学

・同F]会 (工大韓国校友会)催会長

宋副会長と懇談会

(ツ ウル泊)

9/6(金 )
大田市へ移動

・エキスボランド見学

・大田大学校訪岡、交流会

慶州へ移動

(慶州泊)

9/7(土 )
・仏国寺、天馬陵、匹州博物館見学

・慶州ナザレ図慰問

プサンヘ移動

(プサン泊)

9/8(日 )
・プサン金海国際空港から空路関西国際空港へ

解散

研 修 旅 行 参 加 者 (敬称略 )

現役  国長   紺本和彦
副園長  伊藤仰二

総務部長  目黒裕隆
三回生  今井靖之、
二回生  竹本兼久、
一回生  安田洋一郎、

早崎貴之、

OB会 会長   塩崎恭介
′

副会長  立嶋晴樹
S47年卒  吉永満郎
総務   橋本健一

監督   永田昌宏
コーチ  田中一夫
S58年卒 広井孝彦
S60年卒 林堂 猛
H4年卒  田渕信吾
同伴    塩崎禎子、

島田卓弥

山睛 聡

武田雄一

営川知宣

永田恵美子

大

田
大

学

校

は
、
大
田
市
郊
外

の
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
に
あ
り
、
周
囲

は
挫
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
全
体
的
に

落
ち
者
い
た
雰
囲
気
が
深
う
大
学
で
あ

る
。我

々
が
大
田
大
学
校
を
訪
れ
た
時
、

ま
ず
目
に
つ
い
た
の
が
枚
断
幕
で
あ
っ

た
。
我
々
の
訪
問
の
為
に
歓
迎
の
準
術

を
さ
れ
て
い
た
か
と
思
う
と
、
大
変
感

激
し
た
。

大
学
校
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
今
回
の
我
々
の
交
流
相
手
で
も
あ

る
学
芸
学
部
日
本
語
日
本
文
学
科
の
教

員
と
学
生
の
方
々
で
あ
る
。
ま
ず
我
々

は
図
袢
館
の
会
議
室
に
お
い
て
教
育
理

念
や
教
育
制
度
、
大
学
の
変
退
を
縦
っ

た
ス
ラ
イ
ド
を
観
賞
し
た
。
次
に
、
呉

應
準
総
長
よ
り
欽
迎
の
挨
拶
を
受
け
、

そ
れ
に
舟
し
塩
崎
Ｏ
Ｂ
会
々
長
が
答
群

を
述
べ
た
。
そ
れ
に
繊
き
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
、
両
校
か
ら
訪
問
の
記
念

品
の
授
受
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
日

本
語
日
本
文
学
科
の
数
貝
、
学
生
の

方
々
と
共
に
大
学
校
内
の
施
設
の
見
学

を
行
っ
た
。

大
田
大
学
校
に
は
陣
物
館
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
古
文
碍
、
絵
、
陶
器
類
そ

の
他
多
数
の
文
化
的
遺
産
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
体
育
館
は
、
現
在
新
条
中
な

の
で
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
は
仮
体

育
館
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
の
機
器
は
蛾
新
の
も

の
が
取
り
術
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
充

実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
に
は
中
し
分

の
な
い
翼
境
で
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

一
通
り
見
学
を
終
え
た
後
、
我
々
は

中
庭
の
ス
テ
ー
ジ
上
で
涼
武

（三
三
七

拍
子
、
Ｖ
の
字
、
ボ
ッ
ポ
拍
子
、
大
学

歌
）
を
披
露
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

演
武
披
越
を
す
る
に
あ
た
り
、
果
た

し
て
韓
国
の
学
生
に
我
々
の
演
武
が
受

け
入
れ
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
不

安
が
あ
っ
た
が
、
演
武
を
一
つ
終
え
る

ご
と
に
大
き
な
拍
手
が
渉
き
起
こ
り
、

我
々
の
不
安
は
吹
き
飛
ん
だ
。
我
々
の

演
武
は
韓
国
の
学
生
に
も
好
意
を
持
っ

て
受
け
取
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

演
武
披
路
も
終
わ
り
、
最
後
に
図
書

館
前
で
記
念
写
真
を
扱
り
、
大
田
大
学

校
を
後
に
し
た
。

今
回
の
交
流
で
韓
国
の
学
生
は
二
年

岡
の
兵
役
が
あ
る
と
は
い
え
、
自
由
な

雰
囲
気
は
日
本
の
学
生
と
さ
ほ
ど
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
た
。

大
阪
工
業
大
孝
は
来
年
度
も
大
田
大

学
校
か
ら
数
名
の
交
換
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
予
定
で
、
今
後
ま
す
ま
す
交
流

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
今
回
の

訪
問
を
機
会
に
、
よ
り
一
層
学
生
レ
ベ

ル
で
の
規
交
を
深
め
て
ゆ
き
た
い
。

大
田
大
学
校
は
一
九
八
一
年
に
設
立

さ
れ
、　
一
九
八
八
年
に
単
科
大
学
か
ら

総
合
大
学
と
な
り
、
現
在
は
学
芸
学
部
、

法
律
経
済
学
部
、
理
学
部
、
工
学
部
、
束

洋
医
学
部
の
五
学
部
に
二
十
五
の
学
科

が
あ
り
、
大
学
院
は
修
士

・
博
士
課
程

か
ら
成
る
大
学
院
と
経
営

。
一
般
行
政

大
学
院
と
産
業
村
報
学
大
学
院
の
三
大

学
院
が
あ
る
。
ま
た
一
二
学
科
に
夜
問

部
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
社
会
人
に
も

広
く
円
戸
を
開
い
て
い
る
。

ま
た
大
田
大
学
校
で
は
国
際
交
流
も

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
―世
界
各
地
の

大
学
と
姉
妹
校
提
批
を
結
び
、
教
授
陣

学
生
の
交
換
留
学
が
行
わ
れ
、
国
際
大

学
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
開
催
さ
れ
て
い
る
。

我
校
と
は
一
九
九
四
年
か
ら
提
勢
が

結
ば
れ
て
お
り
、
現
在
、
工
大
で
は
五

名
の
大
田
大
学
校
生
を
受
け
入
れ
て
い

る
。

同
門
会

（韓
国
工
大
卒
業
生

の
会
）
と
の
懇
談
会

ソ
ウ
ル
三
日
目
の
夕
食
会
に
お
い
て
、

同
門
会
会
長
の
生
蝕
林
先
輩
と
刑
会
長
、

宋
義
舗
先
輩
の
出
席
を
お
願
い
し
、
懇

談
会
を
行
っ
た
。
同
門
会
は
工
大
卒
業

生
の
会
で
あ
り
、
難
国
籍
Ｏ
Ｂ
相
互
の

親
睦
、
交
流
を
計
っ
て
い
る
。

恐
談
会
で
は
、
両
先
輩
の
工
大
在
学

当
時
の
思
い
出
話
で
大
変
雄
り
上
が
り
、

打
ち
解
け
た
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
我
々

も
工
大
の
歴
史
の
深
さ
を
改
め
て
感
じ

た
。
知
ら
な
い
所
で
脈
々
と
生
き
つ
づ

け
る
関
係
―
―
―
，こ
れ
こ
そ
伝
統
で
あ

る
。同

円
会
は
、
韓
国
全
域
に
会
貝
を
持

つ
が
近
年
、
若
い
人
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
社

先
輩
、末
先
輩
と
も
御
商
齢
な
が
ら
、非

常
に
流
刺
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
同

円
会
の
売
展
が
畑
待
さ
れ
る
。
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ナ

ザ

レ

国

慰

問

ナ
ザ
レ
圏
は
韓
国
の
南
部
、
慶
州
に

あ
る
。
日
本
の
占
領
地
時
代
に
韓
国
古

年
と
結
ば
れ
た
日
本
人
女
性
が
終
峻
前

後
、
韓
国
に
移
住
し
た
が
、
朝
鮮
動
乱

な
ど
で
夫
を
亡
く
さ
れ
、
身
寄
り
も
な

く
困
幻
し
た
日
系
未
亡
人
の
方
な
ど
に

永
年
帰
国
痙
宜
と
、
老
弱
者
の
生
活
保

護
を
し
て
い
る
韓
国
唯
一
の
日
系
婦
人

保
護
施
設
の
こ
と
で
あ
る
。　
一
九
七
二

年
十
月
一
日
、
韓
国
社
会
事
業
家
の
協

力
で
創
立
さ
れ
、
民
聞
事
業
と
し
て
両

国
篤
志
家
の
支
援
を
中
心
に
経
営
さ
れ

て
お
り
、
現
在
約
二
十
名
の
方
々
が
入

所
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
岡
に
日
本
へ
の

帰
国
希
望
者
、
百
四
十
余
人
の
永
年
帰

国
を
果
た
し
、
帰
国
意
思
の
な
い
人
に

対
し
て
も
生
活
保
護
を
行
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
韓
国
内
に
は
、
日
系
独
居

婦
人
が
約
八
百
人
住
ん
で
お
り
、
そ
の

中
で
百
余
世
帯
還
定
し
、
毎
月
居
宅
援

助
金
を
送
０
し
て
励
ま
し
て
い
る
。
日

系
婦
人
の
平
均
年
齢
は
既
に
七
十
歳
を

越
え
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
生
活
保
護

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

御
老
人
方
と
話
し
て
い
て
一
番
驚
い

た
こ
と
は
、
そ
の
力
強
さ
で
あ
る
。
皆

さ
ん
年
齢
よ
り
も
と
て
も
若
く
見
え

て
、
日
本
語
も
達
者
で
、
我
々
の
方
が

圧
倒
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
誰
と
は
な

く
唱
歌
を
歌
い
始
め
た
。
歌
っ
て
い
る

姿
は
生
き
生
き
と
し
て
、
日
本
に
い
た

時
の
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
歌
っ
て

お
ら
れ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

御
老
人
方
は
別
れ
際
に
ナ
ザ
レ
の
歌

を
欧
わ
れ
た
。
こ
の
歌
は
入
所
者
の
一

人
が
作
詞
、
作
山
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
こ
と
で
、
心
に
し
み
、
日
本
に
帰
り

た
い
と
い
う
思
い
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

今
回
の
訪
問
で
、
こ
の
よ
う
な
所
に

も
峨
争
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
の
渦
中
に
い
た
婦
人
達
の
こ
れ
ま
で

の
苦
労
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
因

で
の
生
活
を
せ
め
て
少
し
で
も
お
元
気

で
、
幸
せ
な
日
々
を
送
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。
ま
た
、
十
数
年
間
に
波

り
、
無
報
酬
で
国
の
為
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
宋
美
虎
口
長
先
生
を
は
じ
め
、
関

係
者
の
方
々
の
努
力
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
あ
る
。
日
本
人
と
し
て
改
め
て
、

こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
中
し
上
げ
た

い
。

今
後
我
々
は
今
回
の
経
験
を
生
か

し
、
同
固
に
オ
し
援
助
の
一
助
と
な
る

よ
う
な
活
動
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。

韓
国
に
若
い
て
バ
ス
に
乗
り
、
ソ
ウ

ル
市
街
に
入
っ
た
辺
り
か
ら
イ
■
車
両

が
述
路
を
走
っ
て
い
る
の
が
多
く
目
に

付
く
。
朝
鮮
戦
争
の
、戦
没
者
が
埋
葬
さ

れ
て
い
る
国
立
基
地
は
そ
ん
な
市
街
の

中
に
広
大
な
敷
地
を
構
え
て
い
た
。
入

口
に
は
数
人
の
■
人
が
銃
を
携
え
て
讐

術
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
他
に
も
多

数
の
兵
士
が
盛
屯
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
そ
れ
を
見
た
時
、
日
本
と
は
明
ら

か
に
進
う
何
か
を
感
じ
た
。

歿
処
内
に
入
る
と
外
界
と
は
空
気
さ

え
も
遮
断
さ
れ
て
い
る
か
の
様
に
静
寂

に
包
ま
れ
、
外
の
道
路
を
走
る
中
の
音

だ
け
が
速
く
に
聞
こ
え
て
い
た
。
そ
の

様
な
荘
厳
な
雰
囲
気
の
中
に
巨
大
な
兵

士
像
が
い
く
つ
も
処
て
ら
れ
て
お
り
、

日
本
で
は
日
常
感
じ
る
こ
と
の
な
い
峨

争
の
一
部
に
触
れ
た
様
な
気
が
し
た
。

こ
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
辻
骨
の
多

く
は
今
だ
に
身
元
不
明
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
朝
鮮
峨
争
が
激

烈
と
混
迷
を
極
め
た
こ
と
を
如
実
に
物

語
っ
て
い
る
様
だ
っ
た
。
人
々
の
現
が

こ
の
静
か
で
美
し
い
襲
地
で
安
ら
か
に

眠
れ
る
よ
う
に
祈
り
を
捧
げ
た
。

国
立
嘉
地
を
訪
れ
て
一
番
に
感
じ
た

事
は
我
々
も
含
め
て
日
本
人
の
峻
争
に

対
す
る
認
識
の
甘
さ
と
関
心
の
輝
さ
で

あ
ろ
う
か
。
日
本
が

『平
和
ポ
ヶ
』
と

酷
評
さ
れ
る
昨
今
、
隣
国
で
あ
る
韓
国

が
今
も
北
朝
鮮
と
の
問
に
戦
争
の
危
機

感
を
抱
い
て
い
る
と
い
う
現
実
を
知
り
、

平
和
で
あ
る
と
い
う
こ
と
さ
え
意
識
す

る
こ
と
の
な
い
日
本
に
暮
ら
す
こ
と
が

ど
れ
だ
け
幸
福
な
の
か
を
改
め
て
実
は

さ
せ
ら
れ
た
。

国
立

墓
lヽL
を
訪
れ
て

板

板
門
店
と
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
北
へ
六

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
車
で
約

一
時
間
ほ

ど
に
あ
り
、
朝
鮮
半
れ
を
北
経
三
十
八

度
線
で
南
北
に
分
断
す
る
甲
事
境
界
線

（休
戦
ラ
イ
ン
）
上
に
あ
る
小
さ
な
村
の

こ
と
で
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
で
休
峻
協
定

調
印
の
舞
台
と
な
っ
た
場
所
で
あ
り
、

Ｔ
小
境
界
線
を
中
心
に
前
北
に
そ
れ
ぞ

れ
ニ
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
井
武
装
地
杵
に

な
っ
て
お
り
、　
一
般
人
の
立
ち
入
り
が

厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
る
。従
っ
て
、
こ

の
地
帯
に
入
る
に
は
服
装
、　
一
切
の
行

動
、
写
真
撮
影
な
ど
、
様
々
な
制
限
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
、
板
門
店
に
入
る

前
か
ら
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
緊
張
感
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

林
が
統
い
て
い
た
か
と
思
う
と
、
急

に
目
の
前
に
建
物
が
現
れ
、
い
よ
い
よ

早
事
境
界
線
の
最
前
線
に
あ
る
板
門
店

に
到
若
し
た
。
バ
ス
か
ら
下
り
る
と
そ

こ
は
思
っ
て
い
た
よ
り
も
、
物
怖
か
な

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
バ
ス
の
前
に
は
北

の
監
祝
台
で
あ
る
板
門
四
と
向
き
合
う

よ
う
に
し
て
韓
国
側
の
自
由
の
家
が
あ

り
、
そ
の
展
望
台
か
ら
は
、
軍
手
停
峻

委
員
会
本
会
議
場
は
も
と
よ
り
、
北
の

平
和
の
村
ま
で
も
見
る
こ
と
が
で
き

た
。
展
望
台
見
学
の
あ
と
、
年
事
件
峻

委
員
会
本
会
議
場
に
入
っ
た
。
こ
の
中

に
あ
る
テ
ー
プ
ル
の
文
ん
中
が
イ
＄
境 Fヨ

店

界
線
で
、
テ
ー
ブ
ル
を
挟
み
南
北
の
代

表
が
話
し
合
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。

唯
一
こ
の
建
物
の
中
だ
け
で
は
軍
事
境

界
線
を
越
え
て
北
側
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
。
我
々
が
こ
の
中
に
入
っ
て
い
る

問
は
特
別
に
厳
工
な
監
視
が
行
な
わ

れ
、
北
側
の
兵
士
も
会
議
場
の
周
辺
を

警
戒
す
る
よ
う
に
近
づ
い
て
き
た
。
北

側
の
兵
士
と
目
が
合
う
と
、
と
て
も
緊

破
し
、
本
当
に
最
前
線
に
来
た
の
だ
と

い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の

後
、
北
側
が
一
望
で
き
る
訪
問
者
用
の

展
望
台
に
移
っ
た
。
こ
の
日
は
暗
れ
で
、

か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
り
北
側
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
帰
ら
ざ
る

柄

（朝
鮮
峻
争
で
捕
崩
交
換
の
舞
台
と

な
っ
た
禍
）、
ポ
プ
ラ
事
件

（
一
九
七
六

年
に
米
甲
兵
上
が
殺
さ
れ
た
事
件
）
の

発
端
と
な
っ
た
ボ
プ
ラ
の
木
の
跡
も
見

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
会
議
場
で
見
た
北
側
の
兵
士
と
、

韓
国
の
人
の
顔
が
同
じ
で
あ
っ
た
。
峻

争
は
朝
鮮
半
島
の
分
断
だ
け
で
な
く
、

民
族
の
分
裂
、
更
に
は
人
の
仲
を
も
引

き
裂
き
さ
え
し
た
。
こ
の
地
球
か
ら
、争

い
が
な
く
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
い
つ

の
日
か
難
国
と
北
朝
鮮
が
一
つ
の
国
に

な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
。

単
国
に
行
く
と
決
ま
っ
た
と
き
、
同

時
に
難
国
で
は
、
ま
だ
ま
だ
反
日
感
情

が
強
い
と
聞
き
ま
し
た
。
自
分
は
、
わ

ざ
わ
ざ
風
当
た
り
の
強
い
韓
国
に
行
か

な
く
て
も
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
韓

国
に
行
く
こ
と
事
態
、
あ
ま
り
来
り
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
難
国
に
波

っ
て
み

る
と
、
自
分
た
ち
に
非
常
に
よ
く
し
て

く
だ
さ
り
、歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
日

本
に
と
っ
て
は
、
良
き
ラ
イ
バ
ル
と
い

う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
慶
州
ナ
ザ
レ

囲
で
、
「韓
国
は
日
本
に
よ
っ
て
、
様
々

な
被
害
を
受
け
、
傷
を
負

っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
日
本
人
に
優
し
く
す
る
の

だ
。
」
と
い
う
理
■ｆ
長
、
金
氏
の
考
え
方

に
は
ひ
ど
く
感
銘
し
ま
し
た
。
何
と
す

ば
ら
し
い
人
逹
な
ん
だ
と
、
こ
の
思
い

や
り
を
他
の
日
本
人
に
も
広
く
知
っ
て

藤

仰

戯
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
、
日
本
と
性
国
は
協
力

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
で

あ
り
、
ま
た
、
そ
う
す
る
た
め
に
は
、

も
っ
と
韓
国
を
知
り
、
単
岡
の
若
い
世

代
と
交
流
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
旅
行
に
は

多
数
の
先
生
方
に
御
同
伴
戴
き
、
そ
の

中
で
礼
後
作
法
の
基
本
か
ら
、
応
援
団

と
し
て
の
心
札
え
ま
で
御
指
導
を
受
け

ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
自
分
に
と
っ

て
費
亜
な
粗
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
回
の
研
修
旅
行
は
大
い

に
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
こ
れ

ま
で
の
、
合
宿
と
も
、
旅
行
と
も
述
う

人
生
の
勉
強
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
旅
行
で
お
世
耐
に
な
っ
た
多

数
の
方
々
に
、
こ
の
場
を
御
借
り
し
て

御
礼
中
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
修
旅
行
を
通
し

副
図
長
　
伊

て

今
回
、
自
分
は
初
め
て
の
海
外
旅
行

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
現
処
の
人
々
が
、

我
々
日
本
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の

だ
ろ
う
か
、
と
少
し
心
配
で
し
た
。

し
か
し
、実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、今

ま
で
の
不
安
が
ま
る
で
嘘
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
、
と
て
も
充
実
し
た
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

昌
徳
宮
や
景
栖
宮
を
見
て
い
て
も
、

表
面
的
な
巡
い
は
あ
れ
ど
も
、
や
は
り
、

日
本
と
逝
じ
る
も
の
が
あ
り
、
規
近
感

を
光
え
ま
し
た
。

ま
た
、
板
門
店
に
Ａ
い
て
は
、
さ
な

が
ら
映
画
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
に
、
軍

知

服
に
身
を
つ
つ
ん
だ
米
国
や
鮮
国
の
エ

人
が
、
黒
く
工
々
し
い
マ
シ
ン
ガ
ン
を

背
に
か
け
て
、
警
術
に
あ
た
っ
て
い
ま

し
た
。
戦
争
を
知
ら
な
い
自
分
に
と
っ

て
、
こ
の
光
景
は
異
様
で
あ
り
、
改
め

て
平
和
の
大
切
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

見
る
も
の
全
て
が
新
鮮
に
受
け
取
め

ら
れ
る
海
外
旅
行
は
、
言
語
、
宗
教
、

思
想
の
進
う
人
々
と
直
に
ふ
れ
合
う
良

い
機
会
で
あ
り
、
学
生
時
代
に
こ
の
よ

う
な
経
験
が
で
き
た
こ
と
は
、
自
分
に

と
っ
て
大
変
、
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。

で
感
じ
た

一
回
生
　
富
　
川

研
修
旅
イ舌

と
旦

いつもトレンディーで人気者

カットサロン

大宮 3-2-15

TEL 951-0209

値も安く栄養たっぷり華竹味

大阪市旭区中宮 5丁目6-12

竹華

日替り「おめん定食」

お好み焼他

(小宴会に持つてこいの店 )

営業時間 :午後6時一年前2時迄

中宮4丁目 高速道路下
TEL954-6477

ん
2分間証明写真

野ロフォトサービス

千林大宮商店街 天竜パチンコ前
TEL 951-1878
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1月 1日 (全 )
;

1月 4口 (祝 )
Ｅコ屎

第

十

回
総
合
演
武
祭
開
催

来
る
十

一
月
二
日

（土
）
に
は
、
態

授
国
と
各
武
道
系
ク
ラ
ブ
に
よ
る
第
二

十
一
回
総
合
演
武
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。

こ
の
総
合
演
武
祭
は
我
が
応
援
団
、

体
育
会
本
部
、
Ⅱ
部
ク
ラ
プ
サ
ー
ク
ル

本
部
の
三
団
体
が
共
催
し
、
応
援
団
を

は
じ
め
、
各
武
道
系
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の

稽
古
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で
あ
る
。

演
武
と
は
、
日
夜
、
各
ク
ラ
プ
が
厳

し
い
稽
古
に
耐
え
、
精
神
を
鍛
え
上
げ

技
一
つ
一
つ
を
体
に
党
え
込
ま
せ
て
こ

そ
、
初
め
て
完
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
演
武
祭
を
ご
覧
に
よ
り
、
日
頃

の
各
武
道
系
ク
ラ
ブ
ヘ
の
御
理
解
を
深

め
て
戴
き
た
い
。

日
時
　
　
十

一
月
二
日

（上
）

午
後
十
二
時
～
十
六
時
半

場
所
　
　
東
中
庭
ス
テ
ー
ジ

◎
Ｄ
Ｊ
、
ヒ
ロ
寺
平
講
演
会

ご
存
知
、
超
大
物
Ｄ
Ｊ
の
ヒ
ロ
寺
平

氏
が
、
こ
の
工
大
に
や
っ
て
く
る
。

寺
平
氏
は
Ｆ
Ｍ
８
０
２
を
始
め
、
肌

売
テ
レ
ビ
の

「Ｗ
ｅ
Ｓ
Ｔ
ｌ
２０
」
な
ど

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
番
組
を
持
ち
、
幅
広
く

Ｄ
Ｊ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
耐
演
会
は
入
場
無
料
と
な
っ
て

い
る
。
フ
ァ
ン
キ
Ｉ
Ｄ
Ｊ
の
怪
快
な

ト
ー
ク
を
十
分
に
楽
し
ん
で
吼
き
た
い
。

日
時
　
十

一
月
四
日

（月
）

‐２

・
００

～

‐３

・
３０

場
所
　
一二
号
館
三
四
三
教
室

◎
奥
井
雅
美
ラ
イ
７
ン
ョ
ー
！

ア
ニ
メ
の
歌
姫
奥
井
雅
美
が
工
大
に

や
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
彼
女
に
つ
い
て

少
し
紹
介
し
て
お
こ
う
。

斉
藤
由
貴
の
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
に

コ
ー
ラ
ス
と
し
て
抜
用
さ
れ
プ
ロ
活
動

を
開
始
、
松
任
谷
山
実
等
の
コ
ン
サ
ー

ト
に
も
参
加
、
現
在
は
シ
ン
グ
ル
リ

リ
ー
ス
を
機
に
、
ア
ニ
メ
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
を
多
数
手
掛
け
、
耳
慣
れ
た
工
大

生
も
い
る
だ
ろ
う
。

日
時
　
十

一
月
二
日

（土
）

‐８

・
３０

～

場
所
　
大
阪
工
大
６０
周
年
記
念
腑
堂

◎
Ｍ
ｅ
‐
ｏ
ｄ
ｙ
＆

寺
尾
友
美

コ
ン
サ
ー
ト
！

合

同

コ
ン
サ

ー

ト

と
な

る

メ

ロ
デ

ィ

は

「
長

野

オ

リ

ン
ピ

ツ
ク
」

の
Ｃ

Ｍ

ソ

ン
グ

を
始

め

、

テ

レ
ビ
、

Ｃ

Ｍ

な
ど

で

活

配
中

の
女

の
子

二
人

組

、
新

山

「
写

〓

β

路

ど

を

リ

リ

ー

ス
。
今
後

の
飛
服

が
畑

待

さ

れ

て

い

る
。
寺
尾

友

美

は
、
テ

レ
ビ

、

ラ
ジ
オ

の
他

に
も
、

ミ

ュ
ー

ジ

カ

ル

「
ピ

ー

タ

ー

パ

ン

」

に

ウ

エ
ン

デ

ィ
ー
役

と

し

て
出
演

、

雑

誌

の
グ

ラ

ビ

ア
に
も
多

数

登

場

し

て

い

る
美

形

ア

イ

ド

ル
。
彼
女

達

を
見

た

い
人

は

コ
ン

サ

ー

ト
会

場

に
集

合

！

日
時

　

十

一
月

二

日

（
日
）

‐６

・
００
～

Ｗ

一
〇〇

場

所
　

大

阪

工
大

ｍ

周
年

記
念
酪
埜

今
年
も
、
学
祭
終
了
後
の
恒
例
行
事
、
ぱ
ぁ

て
い
た
い
む
が
開
催
さ
れ
る
。

当
日
は
、
東
中
庭
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る

工
大
の
軽
音
楽
部
の
フ
ァ
ン
キ
ー
な
ラ
イ
ブ

の
中
、
踊
っ
て
歌
っ
て
最
後
の
夜
を
最
高
に

は
じ
け
よ
う
！

詳
し
い
事
は
、
応
援
団
団
室
ま
で
。

パ

ー

テ

ィ
ー

チ

ケ

ッ
ト
料

金

ド
リ
ン
ク

Ａ

チ
ケ

ッ
ト
前
売

当

日

ド
リ
ン
ク
Ｂ

チ
ケ

ッ
ト
前
売

当
日

五 〇   tt O
OO  O O
円 円   円 円

表程日学 園第48回 祭
日付 脚 8 9

レ
ゑ
引
い

庭

ジ中・オ
東

ス
オープニングパレード

そ の 他

ツ
句
⑪

庭

ジ中・オ
東

ス
開会式 OX風船ドン お笑い

マンガ道場
モノまね イントロカラオケ

そ の 他 ソ フ ト ボ ー ル 大 会
(淀川河川敷グラウンド)

|

ツ
復
ｏ

庭

ジ中・オ
東

ス
И
始 |ヨ

蔀 ‖部軽音
ダンスパーティー

そ の 他 お子様企画 ツクってカナで～る
(6号館 1階 ) 怖

ツ
得
①

庭

ジ中・オ
東

ス

腕相撲大会
前半

ビンゴ
大会
腕相撲大会
後半

三輪車レース
1部軽音

ダンスパーティー

そ の 他 素人日拳大会
(第二練習場)

メロディ&寺尾友美
ヨンサート(記念館)

レ
た
４
鯛

庭

ジ中・オ
東

ス

3on3
(雨天時体育館)

どンゴ
大会
キャンパスフェスティバル
～ゲームDEバ トル～

閉会式

そ の 他
駅 伝 大 会
(淀川堤防)

ヒロ寺平講演会
I

I

8 9 Л
中

大
阪
工
業
大
学
應
援
国
活
動
報
告

平
成
八
年
度

（十
月
十
四
日
現
在
）

四
月
六
日

入
学
式
参
加

（於
・総
合
体
育
館
前
）

五
月
二
十
六
日

来
道
部
関
西
学
生
芙
道
体
工
別
選
手
椛

大
会
第
十
五
回
　
観
峨

（於

・
近
畿
大
学
記
念
会
館
）

二
回
戦
敗
退

（個
人
峻
）

五
月
二
十

一
日

上
方
落
語
研
究
部

第
四
十
六
回
太
問
寄
席
鑑
賞

（於

・
コ
ス
モ
証
券
ホ
ー
ル
）

六
月
一
日

大
阪
府
立
大
学
応
援
団
次
武
鑑
賞

（於

・
農
学
部
前
ス
テ
ー
ジ
）

六
月
二
日

ア
イ
ス
ホ
ッ
ヶ
ｌ
部

な
ん
ば
カ
ッ
プ
応
援

（於

・
大
阪
球
場
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
）

対
大
阪
大
　
一一対
四
で
工
大
借
敗

六
月
十
二
日

ア
イ
ス
ホ
ッ
ヶ
ｌ
部

な
ん
ば
カ
ッ
プ
応
援

（於

・
大
阪
球
場
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
）

封
大
阪
府
立
大
　
一
対
四
で
敗
退

六
月
二
十
日

茶
道
部

新
人
茶
会
参
加

（Ａ
・茶
道
郎
茶
室
）

六
月
二
十
四
日

ク
ラ
ン
ツ
ク
ギ
タ
ー
部

独
五
奏
会

（於
ｉ
ハ
十
周
年
記
念
館
）

六
月
二
十
日

ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
　
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
鑑
賀

（於

・
六
十
周
年
記
念
館
）

九
月
十
一
日

硬
式
壁
球
部

秋
季
近
畿
学
生
野
球
Ｉ
部
リ
ー
グ
峻
応
援

（於

・
日
生
球
場
）

対
奈
良
産
業
大
　
一
対
二
で
工
大
性
敗

九
月
十
八
日

硬
式
野
球
部

秋
季
近
畿
学
生
野
球
Ｉ
郎
リ
ー
グ
崚
繊
峻

（Ａ

・
日
生
球
場
）

対
大
阪
教
育
大
　
一一対
七
で
工
大
大
取

九
月
二
十
一
日

上
方
落
語
研
究
部

身
体
と
笑
い
だ
け
の
関
係
鑑
賞

（Ａ

・
江
坂
び
い
ど
ろ
ホ
ー
ル
）

九
月
二
十
九
日

硬
式
野
球
部

秋
季
近
畿
学
生
旺
球
Ｉ
部
リ
ー
グ
峻
応
援

（於

・
日
生
球
場
）

対
榊
戸
大
　
○
対
四
で
工
大
敗
退

十
月
七
日

茶
逆
部

月
見
茶
会
参
加

（於
・茶
道
部
茶
室
）

十
月
八
日

各
音
楽
系
ク
ラ
ブ
鑓
賞

十
月
十
三
日

ラ
グ
ビ
ー
部

関
西
学
生
ラ
グ
ビ
Ｉ
Ｃ
リ
ー
グ
峻
応
援

（於

・
工
大
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

対
神
戸
学
院
大

三
十
二
対
十
三
で
工
大
供
捗


